
言語社会　第 13号　　166

出
口
智
之
（
で
ぐ
ち
・
と
も
ゆ
き
）

東
京
大
学
大
学
院
准
教
授
。
専
門
は
明
治
時
代
の
文
学

と
美
術
。
主
な
仕
事
に
『
幸
田
露
伴
の
文
学
空
間
』

（
青
簡
舎
、
二
〇
一
二
）
な
ど
。
小
説
・
紀
行
・
随
筆
・

史
伝
な
ど
の
ジ
ャ
ン
ル
横
断
的
表
現
史
、
明
治
文
人
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
研
究
、
口
絵
・
挿
絵
研
究
の
三
本
を
柱

と
し
て
、
明
治
文
化
に
つ
い
て
考
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

富
塚
昌
輝
（
と
み
つ
か
・
ま
さ
き
）

徳
島
大
学
准
教
授
。
専
門
は
日
本
近
代
文
学
。
主
な
仕

事
に
『
近ノ

ベ

ル

代
小
説
と
い
う
問
い

―
日
本
近
代
文
学
の

成
立
期
を
め
ぐ
っ
て
』（
翰
林
書
房
、
二
〇
一
五
）
が

あ
る
。
最
近
で
は
、
明
治
期
に
徳
島
で
発
行
さ
れ
た
新

聞
の
新
聞
小
説
に
も
興
味
を
持
っ
て
い
て
、
そ
う
し
て

み
る
と
東
京
の
新
聞
小
説
も
一
地
方
新
聞
の
そ
れ
な
ん

だ
な
な
ん
て
当
た
り
前
の
こ
と
に
驚
い
た
り
し
て
い
る
。

松
原
真
（
ま
つ
ば
ら
・
ま
こ
と
）

本
研
究
科
准
教
授
。
専
門
は
日
本
近
代
文
学
、
明
治
文

学
。
主
な
仕
事
に
『
自
由
民
権
運
動
と
戯
作
者

―
明

治
一
〇
年
代
の
仮
名
垣
魯
文
と
そ
の
門
弟
』（
和
泉
書

院
、
二
〇
一
三
）。
最
近
で
は
、
近
代
と
接
触
し
た
と

き
の
小
説
（
物
語
）
の
右
往
左
往
の
仕
方
に
興
味
を
持

っ
て
い
る
。
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新
聞
メ
デ
ィ
ア
と
文
学　

明
治
20
年
代

大
貫
俊
彦
（
お
お
ぬ
き
・
と
し
ひ
こ
）

千
葉
工
業
大
学
教
育
セ
ン
タ
ー
助
教
。
専
門
は
日
本
近

代
文
学
、
明
治
文
学
。
文
芸
批
評
家
時
代
の
内
田
魯
庵

（
内
田
不
知
庵
）
を
中
心
に
、
日
本
近
代
文
学
の
成
立

期
に
生
じ
た
様
々
な
文
学
論
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
る
。

大
橋
崇
行
（
お
お
は
し
・
た
か
ゆ
き
）

東
海
学
園
大
学
准
教
授
。
専
門
は
日
本
近
代
文
学
。
主

な
著
書
に
『
言
語
と
思
想
の
言
説　

近
代
文
学
成
立
期

に
お
け
る
山
田
美
妙
と
そ
の
周
辺
』（
笠
間
書
院
、
二

〇
一
七
）。
共
編
著
に
『
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
・
フ
ロ
ン
ト

ラ
イ
ン
』（
山
中
智
省
と
共
編
。
全
3
巻
、
青
弓
社
、

二
〇
一
六
〜
一
七
）
な
ど
が
あ
る
。

木
村
洋
（
き
む
ら
・
ひ
ろ
し
）

上
智
大
学
准
教
授
。
専
門
は
日
本
近
代
文
学
。
著
書
に

『
文
学
熱
の
時
代

―
慷
慨
か
ら
煩
悶
へ
』（
名
古
屋
大

学
出
版
会
、
二
〇
一
五
）
が
あ
る
。
民
友
社
、
自
然
主

義
な
ど
に
興
味
を
持
っ
て
い
る
。
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